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研究の概要 

　DX 推進のための情報通信基盤の一つとして，アンライセンスバン

ドを用いる自営系無線システムの利活用が求められています．公衆

系無線システムでは，通信事業者の集中管理の下，ライセンスバン

ドの周波数資源を利用することで伝送品質を保証しています．

　一方，アンライセンスバンドを用いる自営系無線システムでは，

運用者の異なる無線システムと周波数資源を共用するため，伝送品

質を保証することはできません．また，製造現場や農場では，情報

伝送を目的として無線システムから送出される電波に加え，各種電

気電子機器（高周波利用設備，工作機，農機など）から非意図的に

輻射される人工雑音も観測されます．本研究では，自営系無線シス

テムと各種電気電子機器が共存する環境で所望の伝送品質を確保す

ることを目的として，無線システムの障害原因となる電波環境の調

査を行うとともに，電波環境改善のための対策技術の確立を目指し

ます．

研究の特徴
　DX 推進のためには，様々な産業分野において自営系無線システム

の導入が必要です．しかし，アンライセンスバンドを利用すること

から，低信頼（途切れる，つながらない，遅い）、危険（セキュリティ

の脆弱性）など様々な問題が指摘されてきました．本研究では，自

営系無線システムを用いた情報伝送が抱える問題のうち，各種電気

電子機器（高周波利用設備，工作機，農機など）から非意図的に輻

射される人工雑音に起因する問題の解決を目的として，（１）現場で

の電波環境の調査，（２）人工雑音の発生源となる機器の特定，（３）

人工雑音の性質の明確化，（４）人工雑音の性質に基づく対策技術の

考案を行います．

実用化が想定される分野
自営系無線システムの構築，自営系無線システムを活用した防災・減災サービスの開発

研究者からのメッセージ
　本研究室では，各種無線システムや非意図的に電波を輻射する機器の特徴をベースに，適材適所的な無線システム

の活用と電波環境を整備するための技術開発を進めていく予定です．

http://www.wakayama-u.ac.jp/~shin/

安全・安心・高信頼な自営系無線システムのための電波環境の構築


